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社会福祉法人ふじの実会経営理念

一人ひとりの個性と人権を尊重し、安全で安心して暮らせる施設と

地域づくりをめざした「自立」を支援します

１． 健康で充実した生活が出来るように支援する

１． 利用者の思いと願いを良く理解し、日常生活を支援する

１． 地域生活に向けた自立生活支援をする

１． 家族、行政、企業、関係団体と連携し社会自立を支援する

１． 全ての職員が、倫理、理念を尊重し、専門性を高め、

地域社会の一員として社会福祉の充実をめざす

（平成１６年９月１４日制定）
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第１ 令和3年度社会福祉法人ふじの実会運営⽅針

１ はじめに
障害者自立支援法（現障害者総合支援法）の施行から１４年が経過し、現在、全国で障害福

祉サービス等の利用者は約１２０万人で、国の予算額も法施行当時と比較するとそれぞれ約３
倍に達するなど、障害者への支援は、年々拡充されており、令和３年度当初予算においても、
前年度（２兆１,１９８憶円）を上回る２兆２，１３１億円が計上されました。一方、社会保
障費全般の増加抑制も大きな課題となっており、今後とも安定的な増加が見込める状況にはな
いのが現状です。

こうした中、令和３年度は障害福祉サービス等報酬改定の年度であり、感染症等への対応力
強化、人材確保・処遇改善等を考慮し＋０.５６％の改定が計画されております。当法人の収
支構造は、障害福祉サービス等報酬を主な財源としており、収入が安定している反面、大幅な
増収は見込めない状況にあり、改定による当法人の報酬の収入への影響に留意するとともに、
施設の設置、配置基準等を勘案の上、適正な利用者及び職員の確保等少しでも報酬増に繋がる
努力をしてまいります。事業費、事務費については、利用者サービスの向上を旨とするものの、
業務改善に努め、最少の経費で最大の効果を発揮できよう努めてまいります。施設等整備につ
いては、国・県補助金等財源確保を前提とし、計画的な事業推進に向け、財源確保に継続的に
取り組んでまいります。

人材の確保については、４年連続で新卒採用の応募が無いなど依然厳しい状況であり、社会
人経験者枠による採用、職員紹介によるリファラル採用などによる中途採用職員の確保や退職
職員の再雇用の推進など多様な手法を活用した人材確保に努めてまいります。また、職員確保
に向けては、処遇の改善も大きな課題であり、引き続き、給与、就業環境の改善に努め、働き
やすい、働きがいのある職場づくりに向けて取り組んでまいります。

令和３年度から５年度までの第６期障害福祉計画の策定に向けた基本方針が、昨年５月に国
から示されました。基本理念に、新たに「障害福祉人材の確保」と「障害者の社会参加を支え
る取組」が追加されるとともに、成果目標には、福祉施設入所者の地域移行に向けた施設入所
定員の削減（令和元年度対比１.６％以上）、精神障害に対応した地域包括ケアシステムの構築
（退院率の向上等）、福祉施設から一般就労への移行等（就労継続支援Ｂ型就労者～令和元年
度対比１.２３倍以上）、相談支援体制の充実・強化等などが設定されました。この基本方針及
びこれを受けて県及び市において策定される障害福祉計画の主旨を踏まえ、より一層の障害福
祉サービスの充実、向上に努めてまいります。

令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の全国的な感染拡大により、その対応に終始した
１年でありましたが、迎える令和３年度も引き続き感染が終息していない状況であり、当法人
の利用者及び職員から感染者を出さないことを目標に、感染症予防体制の強化充実に取り組み
ます。また、業務改善、サービスの向上に向けたＡＩ、ＩＣＴの活用についても検討してまい
ります。

２ 経営⽅針
本法人では中期計画(第Ⅳ期：令和２年度～令和４年度)の運営基本方針で定めた、下記の４

つの柱「サービス」「人材」「経営」「地域」を経営方針とします。

1 利用者の満足、家族の安心、地域の信頼を得る福祉サービスの提供

～サービスの質の向上、利用者の安全・安心の確保、公益的な取組の推進～

2 人を育て、人を活かし、人を大切にする職場環境の確立

～職員確保と育成、人事考課制度を活用した組織力の向上、魅力ある職場環境の構築～

3 透明性、安定性、効率性を追求した経営マネジメントの実践

～組織統治と内部統制機能の強化、経営マネージメント力の向上、効率的な業務執行～

4 地域に根差し、地域に開かれ、地域と共に歩む施設運営にの推進

～地域に開かれた施設づくりの推進、地域づくり活動への参加推進～

サービス

人 材

経 営

地 域
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第２ 法人本部

１ 執⾏体制

評議員会
(議決機関・10名) <任期：令和 3年 6月>

運営協議会 理事会 監事
(諮問機関 10名) (執行機関 9名) (監査・監督 2名)

理事長(1)
評議員選任解任委員会 常務理事(1) サービス適正化委員会

(5名) 理事(7) (5名)
<任期：令和 3年 6月>

人事考課委員会

職員懲戒審査委員会
法人本部

虐待防止委員会

表彰選考委員会

指定障害者支援施設 障害福祉サービス事業所 グループホーム 地域活動支援センター
・ふじの実学園(40) ・ワークジョイふじの実(35) ふじの花 うまっこひろば

・第二ふじの実学園(60) ・ワークジョイかわさき(30) ・なみきホーム(7)
短期入所事業所 ・にいぬまホーム(10)

・ふじの実学園(6) ・たてさかホーム(4)
・第二ふじの実学園(4) ・たけこまホーム(5)
地域生活支援事業 ・ならいホーム(4)

・ふじの実学園 ・くぼたホーム(3)
・第二ふじの実学園 ・かんとりぃホーム(4)

・ワークジョイ ・あかにわホーム(6)
ふじの実

・ワークジョイ
かわさき

利 用 者

２ 職員配置計画
令和 3 年度の年度当初の職員配置計画は次のとおりとし、中期経営計画に定める令和 3 年度

配置計画人員である 125名の年度内達成を目標に、人員確保に努めます。
人材確保が極めて厳しい状況下でありますが、計画どおりの配置ができるよう、引き続き職

員確保に向け努力するとともに、限られた職員数の中で質の高いサービス提供に向け、従来の
業務内容等を見直すとともに、規定労働時間内に業務が終了できる努力を重ねてまいります。

区分 正職員 嘱託職員 臨時職員 パート 計
施 設 名 年度 2 3 2 3 2 3 2 3 2 3

ふじの実学園 21 20 2 3 2 1 3 3 28 27

第二ふじの実学園 30 34 2 3 1 2 3 37 38

グループホームふじの花 4 3 2 3 14 14 20 20

ワークジョイふじの実 4 4 2 2 5 5 4 4 15 15

ワークジョイかわさき 3 4 1 1 6 4 4 5 14 14

地域活動支援センター 3 3 1 1 1 1 5 5

法人本部 4 4 1 1 5 5

計 69 72 11 11 16 11 28 30 124 124

※各年度 4/1現在の職員数（3年度は見込み）



- 4 -

3 職員採⽤計画
職員の確保が困難な状況にある中で、今後複数名の定年退職者が発生する予定であり、また

利用者の高齢化、重度化等により、職員の増員も検討する必要があることから、下記のとおり

の採用計画とし、その目標達成に努めます。

年度 年 度 当 初 採用計画 年度末・年度途中

職員数 新卒 中途・再雇用 計 退職職員数

【参考】

2（実績見込み） 124 12 12 12

3 124 1 3 4 2

4 126 1 3 4 3

5 127 1 3 4 3

6 128 ※２年度は実績見込み

また、職員の年齢構成については、60 歳以上の臨時職員等に大きく依存している状況にあり

ます。

今後さらに、再雇用制度の活用等により、経験豊富な高齢人材の確保を推進するとともに、

将来の法人を担う、若い人材の確保も重要であり、新卒採用はもとより、多様な手法による中

途採用も推進し努力してまいります。

※令和３年度当初見込み

4 人件費
法人は労働集約型であり、適切な福祉サービスを提供するうえで、適切な人員配置と適正な

給与水準確保は不可欠であります。収入が国の制度による報酬等が主な内容の中で、人材確保

に向けて、限られた収入の中でいかに給与の改善を図りながら、人件費を確保していくかも大

きな課題であり、法人全体の経営安定に向けた収支の安定を前提に、適正な給与水準の確保に

努めることが課題です。

夜勤手当、資格手当の見直しを行うとともに、処遇改善手当の見直し等給与改善に向けた取

り組みの検討、推進に努めます。また、時代の変化に対応した給与制度への見直しも重要であ



- 5 -

り、特に年功序列の給与体系から人事考課制度の活用等による成果主義を考慮した給与制度へ

の見直しも検討の上、順次実施してまいります。

また、働き方改革関連法の主旨に沿い、働きがいのある、働きやすい職場環境の整備を推進

します。特に臨時職員等の給与、就業条件の改善に努めてまいります。

※令和２年度末の状況

5 職員研修計画・人事考課
適正なサービス提供と人材育成のため、法人内研修を計画的に実施するとともに、岩手県社

会福祉事業団等主催による各種研修会への職員参加を積極的に行います。

【法人内研修】
研修名 研修予定内容 受講対象者 実施月

新採用職員研修 ○法人の概要 新採用職員 随時
○法人職員として心構え
○期待される職員像

人事考課研修 ○人事考課のルール 人事考課 1次考 4月
○人事考課のエラー 課者、被考課者 11月
○自己評価の仕方
○フィードバック面接の進め方

コンプライアンス ○ふじの実会のミッションと職員行動規範 全職員 7月
研修 ○業務に対する姿勢、人権の尊重等行動指針
虐待防止研修 ○障害者虐待防止法の理解 全職員 10月

○実践現場における権利擁護
○虐待の防止及び身体拘束・行動制限

障がい者福祉専門 ○成年後見制度 主任級以上の職 2月
研修 ○障がい者福祉制度 ほか 員

【岩手県社会福祉事業団等主催による研修】 (人)

研 修 名 本年度計画 備 考
生涯研修課程(初任者) 5

生涯研修課程(中堅) 4

生涯研修課程（チームリーダー） 3

生涯研修課程（管理職員） 3

コミュニケーション(支援) 3

リスクマネージメント(基礎) 3

リスクマネージメント(実践) 3

虐待防止（基礎） 3

虐待防止（応用） 3
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メンタルヘルス研修 2

メンタルヘルス研修（管理者） 2

ＯＪＴ 2

人事考課 2

サービス管理責任者の育成に向け、計画的に資格取得研修へ職員を派遣します。

【サービス管理責任者等資格取得研修】 (人)

分 野 本年度計画 備 考
初任研修 1

基礎研修 2

実践研修 2

更新研修 5

【参考】サービス管理責任者資格取得済職員 15

人事考課制度の実施により、職員個々の資質の向上はもとより、面談を通して個別の課題、

そして組織課題も共有化が図られ、組織全体の活性化につながっています。引き続き人事考

課規程に基づく考課者研修、職員面談を実施し職員の資質向上、勤務意欲高揚さらには、組

織機能の充実を図ります。

また、人事考課結果に基づく成績率による勤勉手当への反映については、引き続き実施し

てまいります。

利用者支援のスキルアップのため、職員の各種資格取得を奨励援助します。

6 健康づくり、安全衛生推進活動
利用者、職員の高齢化が進んでおり、その健康づくりの推進が大きな課題となっております。

栄養士、看護師、作業療法士の専門職員を含めた施設内そして法人内の健康管理体制の整備、

充実に向け取り組んでまいります。

利用者の健康管理については、法人内部はもちろんのこと、ご家族、関係医療機関等との情

報の共有が特に重要であり、その体制整備を行うとともに、個々の利用者に対応したきめ細か

な健康管理を推進してまいります。

職員については、法に基づく「安全衛生推進者」を各事業所に配置し、職員の労働安全衛生



- 7 -

の推進を図るとともに、個々の健康づくり推進に向けた講習会の開催等健康づくりに向けた意

識の高揚に努めます。

新型コロナウイルス感染症対策については、対策本部・支部を継続して設置し、引き続き感

染予防に努めるとともに、予防接種の推進に向けて対応してまいります。

7 社会貢献活動
社会福祉法においては、社会福祉法人の公益性に鑑み「地域における公益的な取組を実施す

る責務」が規定されているところであります。また、当法人は設立以来、地域と共に歩む施設

運営を基本として取り組んできたところであり、今後も引き続き、地域の色々な取り組みへの

参加、法人事業への地域住民の参加を積極的に推進し、地域の一員として、地域社会への貢献

に取り組みます。

8 主要施設等整備計画(10,000千円以上)
件 名 予算額(千円) 備 考

該当なし

9 資⾦収支計画 (単位：千円)

区 分 令和 2年度当初 令和 3年度当初 比較(3-2)

収 入 752,369 742,271 △ 10,098

法人本部 336 336

ふじの実学園 196,513 190,698 △ 5,815

内 第二ふじの実学園 279,837 280,485 648

事業活動に 訳 グループホームふじの花 93,711 90,008 △ 3,703

よる収支 ワークジョイふじの実 87,120 88,632 1,512

ワークジョイかわさき 69,146 68,028 △ 1,118

地域活動支援センター 25,706 24,084 △ 1,622

支 出 732,148 720,562 △ 11,586

人件費 498,706 483,365 △ 15,341

内 事業費 129,641 131,047 1,406

訳 事務費 77,054 80,391 3,337

その他 26,747 25,759 △ 988

事業活動資金収支差額 20,221 21,709 1,488

施 設 整 備 費 9,929 28,140 18,211

施設整備 財 基金及び積立金等 9,929 28,140 18,211

源 補助金

当期資金収支差額 350 △ 20,608 △ 20,958

当期末支払資金残高 337,413 338,381 968
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第３ 指定障害者支援施設ふじの実学園

１ 基本⽅針
利用者の個性と人権を尊重し、心と体を支え、一人ひとりが幸せを感じられる生活ができる

よう支援します。

２ 重点事項
(１) 利用者のニーズに沿った支援を基本とし、心と心の通い合うサービスの提供に努めます。

(２) 加齢などによる機能低下に対する予防的なケアに取り組むと共に生活環境の配慮に努め

ます。

(３) 利用者個々のライフワークに応じた魅力ある日中活動を提供し、身体機能の維持・向上

また、意欲や気力の維持・向上を目指し、利用者の力を十分に発揮できるよう支援します。

(４) 感染症に配慮しながら地域社会の一員として可能な範囲での社会参加を推進し豊かな生

活を送れるよう支援します。

（５）家族と連携しながら利用者個々のライフステージにあった暮らしを支えます。

３ 生活介護〔日中支援〕
(１) 目的

ア 花卉・野菜栽培や稲作を通して達成感や生きがいを得られるようにします。

イ 企業等からの委託作業を通して社会との繋がりを感じ、達成感を得られるようにしま

す。

ウ 創作的活動、生産的活動の機会を提供するとともに、身体機能や生活能力の向上を目

指します。

エ 社会経験を通して地域生活の移行に繋がるようにします。

オ 様々な趣味活動を提供することで生活に潤いと張りをもたせます。

カ 地域の資源を活用し自己決定の機会を提供します。

キ スポーツや体を動かす機会を提供することで身体機能や体力の維持・向上を目指しま

す。

(２) 支援内容

ア 生産活動･･･

(ｱ) 花卉（マリーゴールド、サルビア、百日草、チューリップ、グラジオラス等）

(ｲ) 観葉植物（ホンコンカポック、君子ラン等）

(ｳ) 野菜栽培（ネギ、枝豆、かぼちゃ等）

(ｴ) 稲作、実習田管理(田植え行事、稲刈り行事)

(ｵ) 受託作業（電線屑の裁断処理作業）

(ｶ) 創作活動(竹細工、手芸、壁面装飾/ふじの実学園入り口掲示板に飾る等）

イ 生活活動･･･

(ｱ) 機能維持活動（ビーズ通し、ジグゾーパズル、シュレッダー等）

(ｲ) 創作活動（ちぎり絵、ふじの実祭の合同作品作り）、

(ｳ) ドライブ（月２回のドライブ）

(ｴ) 音楽活動（楽器を使っての合奏）

(ｵ) 健康活動(健康体操、ウオーキング、リラックスタイム【マッサージ、足浴、整容等】）

(ｶ) レクリエーション（ゲーム等）
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ウ 地域移行･･･就労体験、交通機関利用訓練、調理実習、生活訓練（洗濯、掃除等 ）

エ 趣味活動･･･エアロビクス、書道、音楽、絵画、ウォーキング、軽スポーツ（ボッチャ）、

写真、ダンス、ストレッチ、マッサージ、化粧、おやつ作り等

オ 社会資源の活用･･･買い物、外食、調理、図書館利用（読み聞かせ、ミニシアター映画

鑑賞）プール利用 （ スイミング、アクアビクス）

カ 全体活動（水曜日、開設日）・・・農産・花卉活動（野菜栽培、稲作、花や植物の栽培、

環境整備）おやつつくり、レクリエーション、スポーツ、創作的活動、季節の行事、

リラックスタイム（入浴、マッサージ、ストレッチなど）等

(３) 主な活動予定 (＊祝日を除く、土曜は生活支援開設日のみ)

曜日 月 火 水 木 金 土

日中活動 日中活動 全体活動 日中活動 日中活動 全体活動

午 生活活動 生活活動 生活活動 生産活動

生産活動 生産活動 生産活動 生活活動

前 音楽2回/月 エアロビクス

日中活動 趣味活動 入浴 趣味活動 日中活動 入浴

午 生活活動 書道 整容 各趣味活動 生活活動

生産活動 マッサージ 生産活動

後 入浴 入浴 入浴 入浴

個別支援

４ 施設入所支援〔夜間休日支援〕
(１) 目的

ア 心身の状態に合った細やかな支援を行い、健康で安心した生活を提供します。

イ 生活に関する相談及び助言、日常生活上の支援を行い、穏やかな生活ができるよう支

援します。

ウ 入浴や排泄及び食事等の介助、洗濯及び掃除等の支援をし、快適な日常生活が送れる

よう支援します。

エ 余暇活動やレクリエーションを通して、潤いのある生活を提供します。

(２) 支援内容

ア 日常生活支援

起床、就床、洗面、入浴等の介護及び支援を行います。睡眠が十分にとれるよう環境

を整えます。

イ 余暇支援

趣味、音楽、読書、ＤＶＤによる映像鑑賞、インターネット環境を使った支援（パソ

コン、タブレット）外出(外食、買い物等)の支援をします。

ウ レクリエーション

充実して過ごせるようレクリエーションや季節の行事を提供します。
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５ 困りごと相談、相談窓口の設置
(１) 苦情解決相談窓口を設置し、利用者の会での意見の聴取等、苦情申し立ての環境を整え、

苦情・要望等の解決に努めます。

(２) 受け付けた困りごと相談は、その経過や対応について紙面で公表します。

６ 虐待防止と身体拘束の禁止
(１) 虐待の防止

利用者に精神的苦痛、肉体的苦痛を与える虐待行為は行いません。

(２) 身体拘束の禁止

理由もなく利用者の行動を制限する身体拘束は行いません。

(３) 担当職員の配置

虐待防止委員会を設置し、虐待防止と身体拘束禁止を徹底するための担当職員を配置し

て周知を図ります。

７ 障害を理由とした差別の解消
障害者差別解消法を遵守し、障害を理由とする差別の解消を推進します。

８ 利⽤者の会
(１) 目的

利用者の主体性を尊重し、話し合いの中で、自分達で計画し実行することで、協調性・

社会性を育てます。

(２) 活動内容

ア 全体会（総会・偶数月に実施）

イ 朝の会の運営（ラジオ体操、棟内外ウォーキングなど）

ウ 誕生者紹介の実施

エ 園内行事の実施(節分、ひな祭り、クリスマス会等）

９ 地域交流・ボランティア及び園内⾏事
(１) 目的

ア 地域との交流を持つことにより、地域社会の一員としての意識を持てるようにします。

イ 関係団体と協議しながら地域の学校との交流を積極的に図り生活に潤いを持たせます。

ウ ボランティア活動に参加したりボランティアを受け入れ、障がい者に優しい地域をつ

くります。

(２) 活動内容

ア ボランティア活動

イ 地域行事の参加

ウ 地域の学校との交流学習

エ ボランティア受け入れ

オ 園内行事

(３) 主な活動予定

４月・10月 クリーンアップ清掃
４月 お花見
５月 田植え行事、新沼小学校運動会
６月 ブラッシング指導、新沼小プール清掃
７月 旅行
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８月～10月 磐井病院ボランティア
８月 野焼祭、ふじの実盆踊り大会
９月 稲刈り行事
10月 新沼小学校学習発表会、ふじの実祭、千厩高校交流学習
12月 クリスマス忘年会
１月 どんと祭
３月 思い出の会

10 保健衛生

利用者の健康の維持増進は「健康で安全な、そして精神的にも安定した生活支援」の基本的

条件であり、次の項目を目標に取り組みます。

(１) 支援目標

ア 生活習慣病などの予防、早期発見、早期治療に努めます。

イ 感染症の予防に努めます。

ウ 利用者がスム－ズに受診し、治療を受けられるよう支援します。

(２) 支援内容

ア 年間計画に基づき各種検診・検査を実施します。今年度は子宮頸がん検診を実施しま

す。【隔年】

イ 新型コロナウイルスやインフルエンザ、ノロウイルス、結核等の感染予防に努めます。

(ｱ) 新型コロナウイルスのワクチン接種を 2回受けられるよう支援します。

(ｲ) インフルエンザ予防接種希望者にはワクチン接種を実施します。

(ｳ) 発症時には感染症マニュアルに沿って対応します。

(ｴ) 感染予防委員会で協議し、感染予防の徹底と感染拡大の防止を図ります。

ウ 日常の健康管理を充実させます。

(ｱ) 毎日のバイタルチェックを充実させ、利用者一人ひとりの健康状態を的確に把握す

ることにより早期受診につなげます。

(ｲ) 一関市国保藤沢病院による出張診療を毎月 1 回実施し、嘱託医から健康管理につい

ての助言をいただきます。

(ｳ) 利用者の健康支援のため疾病予防と具体策の勉強会を開催します。

(３) 各種検診・検査等の予定表

検診・検査名 委託機関 対象者 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

内科検診 藤沢病院 全員 ○ ○

結核検診 予防医学協会 65才以上 ○

基本健診 予防医学協会 40才以上 〇

貧血検査 予防医学協会 39才まで 〇

胃がん検診 対ガン協会 35才以上 ○

子宮頸がん検診 予防医学協会 30才以上 ○

歯科検診 千葉歯科医院 全員 ○

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種 藤沢病院 希望者 ○ ○

体重測定 全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

血圧測定 全員 〇 ○ ○

＊子宮頸がん健診は 1年おきに実施します。（奇数年）

11 給食計画
(１) 支援目標
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給食は健やかな身体の維持と精神安定を図る上で不可欠な要素であり、食事を楽しむこ

とにより、充実した生活サイクルの向上を図る重要な意義があります。そのため、栄養の

確保は勿論のこと、心の通い合う給食に留意しながら実施します。

(２) 支援内容

ア 利用者個人の現状に配慮した食事を提供するため、本人や家族、医療機関、看護師や

支援員など他職種と連携して栄養ケアマネジメントに取り組みます。

イ 利用者に係る配慮

（ｱ）身体面・精神面による個人差に配慮し、拒食や偏食の場合は、高栄養食品や代替え

食品を提供するなど栄養量についても充分に配慮します。

（ｲ）肥満や生活習慣病、感染症などに対応できるよう医師、看護師、支援員、栄養士と

の連携を密にします。

ウ 行事食

季節に応じた行事食を通じて、家庭的で愛情豊かな食事を楽しめるよう配慮します。

エ 選択メニュー・バイキングの実施

食事を選ぶ楽しさと、精神的な豊かさを得られるよう実施します。

オ 誕生日メニュー

ひとりひとりの誕生日を大切にし、当日（帰省などの場合は別日に）実施します。

カ 適温給食の実施

調理時間や盛り付けを工夫し、セルフサービスで適温提供できるようにします。

キ 食事支援

（ｱ）食事前の消毒と誤嚥防止に口腔体操を行います。

（ｲ）食事姿勢や食べ方（早食いや詰め込み）に注意し、安全に食事ができるよう支援し

ます。

（ｳ）配膳・下膳が自力でできるよう支援し、後片付けが習慣化できるようにします。

ク 利用者の意見や要望を献立に活かせるよう、思考調査を実施します。

12 防災計画
緊急時を想定し、関係機関（消防署、消防団、警察署）、地域と日常的に連携しながら、利用

者の生命と安全の保持に努めます。あわせてリスクマネジメントの視点から事故防止と危険を

排除に努めます。

(１) 避難訓練

総合防災訓練、火災想定避難訓練、地震想定避難訓練、水害・土砂災害避難訓練（夜間

の災害を想定した避難訓練は年１回以上）を年に２回以上行います。

(２) 安全点検の日

毎月１日を安全点検の日とし、自主点検表に沿って点検を行い、必要に応じて改善、修

繕を行います。

(３) 防火管理委員会の開催

ふじの実学園、第二ふじの実学園消防計画に沿って実施します。

13 職員研修

(１) 利用者により良い生活を提供するため、職員研修に取り組み研鑽に努めます。

(２) 研修を行うことで、支援技術を高め日常の支援に活かします。

(３) 外部研修で学び得た知識を伝講や報告会を設定し、共有できるよう努めます。

(４) 法人内研修に積極的に参加します。
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（５） 新採用職員、他事業所からの異動職員には計画的に研修を実施し、スムーズに業務を遂

行できるよう努めます。

14 日課表 ※太線内は生活介護事業の時間帯 それ以外は施設入所支援事業の時間帯

時間 月～金(活動日） 土曜（開設日） 土曜・日曜・祝日(休日）

6:30 起床・洗面(健康ﾁｪｯｸ) 起床・洗面(健康ﾁｪｯｸ) 起床・洗面(健康ﾁｪｯｸ)

7:40 朝食 歯磨き 整容 朝食 歯磨き 整容 朝食 歯磨き

9:15 朝の会 生活支援

9:45～ 11:30 日中活動 生活支援・日中活動 余暇支援等
全体活動・利用者の会

12:00 昼食・歯磨き 昼食・歯磨き 昼食・歯磨き

13:15 ダンス・体操

13:30～ 14:30 日中活動 入浴（健康チェック） 入浴・余暇支援等

14:30 入浴（健康チェック） 余暇支援 入浴（健康チェック）

16:00 おやつ おやつ おやつ

16:30 掃除 掃除 掃除

18:00 夕食・歯磨き 夕食・歯磨き 夕食・歯磨き

19:00～ 21:00 余暇 余暇 余暇

22:00 就床 就床 就床

23:00 (巡視) (巡視) (巡視)

1:00 (巡視) (巡視) (巡視)

3:00 (巡視) (巡視) (巡視)

5:00 (巡視) (巡視) (巡視)

15 施設等整備計画
件 名 金額(千円) 備 考

非常用自家発電装置交換工事 ８，２５０

利用者居室エアコン設置工事 ６，９４１

高圧受変電設備改修工事 １，６５０

焼却炉撤去工事 ８２５

バードハウス解体工事 ４８１

モンキーハウス解体工事 ３６３
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第４ 指定障害者支援施設第二ふじの実学園

１ 基本⽅針
利用者の人格と個性を尊重し、安全で豊かな生活ができるよう支援します。

２ 重点事項
(１) 利用者個々のニーズを把握し、楽しみと生き甲斐のある生活ができるよう支援します。

(２) 利用者の加齢(高齢化)に対応した身体機能の維持に努め、安心安全な生活ができるよう

支援します。

(３) 介護を継続的に必要とする利用者の生活の質が向上できるよう支援します。

(４) 一人ひとりの人権を尊重し、意思を大切にした支援をします。

(５) 地域との交流を通して、社会参加の促進と情報発信に努め、開かれた施設づくりを推進

します。

３ 生活介護 〔日中支援〕
(１) 目的

日常生活上の支援、活動の機会を提供し、自立促進、生活改善、心身機能の維持向上の

ために必要な援助を行います。

(２) 内容

ア 日常生活上の支援

・入浴、排せつ、食事等の介助

・洗濯、掃除等の家事

・生活等に関する相談、助言

イ 日中活動

① 全体活動（月・水・木・土曜日）＊土曜は生活支援開設日のみ

(ｱ) 体験的活動

自然とふれあい、動植物を育てる喜びを感じることで、充実した日常生活を送れ

るよう支援します。また、社会資源等を利用しての体験活動と地域交流を通して社

会参加に繋げるよう支援します。

・生産的活動(動植物の飼育や花卉野菜の栽培)

・通所施設や地域事業所等での体験実習

・地域の方々との交流を兼ねたボランティア活動

・社会資源の利用(交通機関や公共機関の活用等)や外出(買い物･外食等)

・調理実習(月 1回)

(ｲ) 創作的活動

作品の作成意欲の向上や喜び、また情緒安定に繋げるよう支援します。

・ぬりえやパズル等での手指機能訓練

・季節や行事に合わせた集団での作品づくりと、一人ひとりの個性を活かした個人

作品づくり

(ｳ) 機能維持活動(外部講師活動)

外部講師等の専門的な活動を通して生活の幅を広げ、効果的な機能維持に繋がる

よう支援します。

・健康体操:毎週月曜日
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・音楽療法:月 2回木曜日

・マッサージ:月 1回(第４水曜日) ＊利用料別の個別負担

(ｴ) リフレッシュ活動

穏やかな日常生活が送れるよう、心身のリフレッシュを図ります。

・バスドライブ:毎週水曜日

・リラックス活動(マッサージチェアの活用やハンドマッサージ等)

（ｵ）夢を叶えるプロジェクト

利用者個々の希望に沿った楽しみや体験活動を提供し、充実した生活が送れるよ

う支援します。

② グループ活動（火･金曜日）

少人数での活動を通じて利用者の個性や希望に沿った活動の機会を提供します。

③ リハビリテーション

作業療法士による、利用者個々の特性に応じたリハビリテーションに取り組みます。

・生活における障害の発生･進行を予測し、対応するための評価と環境整備

・興味･関心や必要性に沿った個別、及び集団リハビリ活動

・機械器具を利用しての機能維持･向上訓練（トレーニング）

④ レクリエーション・スポーツ活動

レクリエーションにより楽しみながら身体機能の維持向上に取り組むほか、スポー

ツ大会等を利用して、交流する機会を提供します。

(３) 主な活動予定 (＊祝日を除く、土曜は生活支援開設日のみ)

曜 月 火 水 木 金 土

全体活動 ｸﾞﾙｰﾌﾟ活動 全体活動 全体活動 ｸﾞﾙｰﾌﾟ活動 全体活動
＊選抜ｸﾞﾙｰﾌﾟ

午 ･創作活動 ･ﾘﾈﾝ交換 ･創作活動 ･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ
･機能維持活動 ･ﾊﾞｽﾄﾞﾗｲﾌﾞ ･音楽活動 全体活動 ･衛生支援
*健康体操 ･お話し会 ･機能維持活動

2月1回第3水曜 *音楽療法 ･創作活動
前 2回/月 ･集団ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ

個別支援

入浴:男 特浴:女 入浴:女 特浴:男 入浴:男 特浴:女 入浴:女 特浴:男 入浴:男 特浴:女 入浴:女 特浴:男

午 ･ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ ･ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ ･ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ ･ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ ･ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ

･機能維持活動
後 *ﾏｯｻｰｼﾞ

1回/月第4水曜

個別支援

４ 施設入所支援 〔夜間休日支援〕
(１) 目的

夜間や休日の入浴、排せつ及び食事等の介護、生活等に関する相談及び助言、その他必

要な日常生活上の支援を行います。

(２) 内容

ア 日常生活上の支援
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個別支援計画に基づき、利用者の希望や個性に合わせたサービスを提供します。

・衛生支援、食事等の介助

・洗濯、掃除等の家事

・生活等に関する相談、助言

イ 余暇支援

・趣味やレクリエーション、外出(外食、買い物、外部イベント参加等)

５ 困りごと相談、相談窓口
苦情解決相談窓口の設置や利用者の会で意見要望を傾聴するなど、苦情要望を把握し、環境

を整え、苦情や意見要望の解決に努めます。その経過や対応については、書面又は朝の会時等

にお知らせします。また、利用者と家族にサービス状況の評価のため、満足度調査を実施しま

す。

６ 虐待の防止と身体拘束の禁止
障害者虐待防止法を遵守し、利用者やその家族に苦痛を与えるような、虐待行為を行いませ

ん。また、理由なく利用者の行動を制限する身体拘束は行いません。

虐待防止委員会を設置し、虐待防止と身体拘束禁止を徹底するため、担当職員を配置して支

援姿勢チェック表の見直しと実施を行い、周知を図るとともに研修を通して、常に研鑽に努め

ます。

７ 障害を理由とした差別の解消
障害者差別解消法を遵守し、障害を理由とする差別の解消を推進します。

８ 利⽤者の会
(１) 目的

利用者の主体性を尊重した自主的な活動を通し、協調性、社会性が身につくよう支援し

ます。

(２) 活動内容

ア 総会(年度初め、必要に応じて随時行います。)

イ 利用者の会(月の初め開催、問題点等必要事項について話し合います。)

ウ 朝礼(合唱の際には利用者の会の役員が指揮者を行います。)

エ 誕生者の紹介(誕生日の昼食時に誕生者を祝います。)

オ 善行者表彰(年度末に行います。)

９ ⾏事参加と地域交流
(１) 目的

季節行事を通し、四季の移ろいを感じるとともに、利用者間の親睦を図り、生き甲斐を

感じ生活に潤いを持たせるよう支援します。また、地域での行事やイベントに参加し、地

域交流を通して社会参加の機会を設けます。

(２) 内容

ア 地域行事への参加

イ 社会参加活動(地域貢献活動･ボランティア)

ウ 地域交流活動(学校との交流学習や団体との交流活動)
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エ ボランティアの受け入れ（お話し会:月 1 回＊年間カレンダーによる、ピアノ演奏等)

(３) お楽しみ行事(季節･交流行事) ※グループ外出(季節のお花見、日帰り旅行、ご苦労さん会)

月 内容 月 内容

４月 お花見行事(家族交流会) 磐井病院ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 10月 ふじの実祭 稲刈り行事(交流行事)

５月 田植え行事(交流行事) 11月

６月 ﾌﾞﾗｯｼﾝｸﾞ指導(歯科医･歯科衛生士) 12月 クリスマス忘年会(家族交流会)

７月 七夕(季節行事) １月 どんと祭

８月 盆踊り大会 野焼きまつり ２月 節分(季節行事)

９月 長寿を祝う会(家族交流会) 千厩高校交流学習 10.･11 月 ３月 ひな祭り(季節行事) 思い出の会(家族交流会)

10 保健衛生
(１) 目的

利用者の健康維持増進のために、各種検診・検査を実施し、疾病等の早期発見、早期治

療に努めるとともに、日々の生活をとおして、感染症の予防に努め、「健康で精神的に安心

で安定した生活」が送れるよう取り組みます。

(２) 内容

ア 日常の健康管理の支援

イ 嘱託医と健康管理について連携と出張診療(藤沢病院)の実施(毎月 1回)

ウ 医療機関医療機関との連携と通院支援

エ 感染症予防(白癬、結核、インフルエンザ、ノロウィルス、新型コロナウイルス等)

オ 各種検診・検査の実施（施設入所者のみ対象）

【予定表】

検診・検査項目 委託機関 対象者 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

内科検診 藤沢病院 全員 ○ ○

結核検診 予防医学協会 65歳以上 ○

基本健診 予防医学協会 40歳以上 ○

貧血検査 予防医学協会 39歳以下 ○

胃がん検診 対がん協会 35歳以上 ○

子宮頸がん検診 予防医学協会 30歳以上 ○

歯科検診 千葉歯科医院 全員 ○

インフルエンザ予防接種 藤沢病院 希望者 ○

肺炎球菌ﾜｸﾁﾝ接種 藤沢病院 65歳希望者 ○ ○

身長測定 全員 ○

体重測定･血圧測定 全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

＊子宮頸がん検診は隔年実施

11 給食計画
(１) 目的

利用者の健康保持・増進と精神安定を図り、生活を豊かにし、食生活をとおして社会性

を養うよう支援します。また、栄養量の確保と栄養知識の普及(献立名や食品の効用)に努
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め、心の通い合う給食を提供することを目的とします。

(２) 内容

ア 利用者一人ひとりの障害や症状を考慮した食事を提供するため、本人、家族、医療機

関と多職種間で連携して栄養ケアマネジメントに取り組みます。

イ 利用者個人のニーズに沿った食事の提供

・身体機能の低下、歯や骨格の異常、代謝障害、運動量など、栄養量に配慮します。

・肥満、生活習慣病(高血圧、糖尿病)、流感等の急性病など特別食で対応します。

・情緒不安による拒食や偏食、そしゃくや嚥下能力が不充分な場合は軟食で栄養価

の高い食品を提供します。

ウ 楽しみある食事の提供

・季節に応じた行事食や郷土料理等、家庭的で愛情豊かな食事を提供します。

・誕生日に希望する誕生日メニューを提供します。

・夕食時にノンアルコールのカクテル等を提供します。(月 1回程度)

・要望や意見をメニューに活かし、マンネリ化を避けるために嗜好調査を実施します。

エ 適温調理(調理や盛り付け等の工夫)

オ 良い食習慣や食事マナーの支援

・食前の手洗い、消毒、食事後の後片づけの習慣が身につくよう支援します。

・食事のあいさつや正しい姿勢(ゆっくり良くかむなど）食事支援に取り組みます。

・生活習慣病の予防(調味料のかけすぎ)や偏食、早食いとならないように支援します。

12 防災計画
(１) 目的

緊急時を想定し、関係機関(消防署、消防団、警察署)、地域と連携しながら、利用者の

生命と安全の保持に努めます。あわせてリスクマネジメントの視点から事故防止と危険を

排除に努めます。

(２) 内容

ア 避難訓練

・総合防災訓練

・火災想定避難訓練

・地震想定避難訓練
を実施します。(年に２回以上)

・水害･土砂災害想定避難訓練

＊夜間の災害を想定した避難訓練は年１回以上

イ 安全点検の日

毎月１日を安全点検の日と設定し、自主点検表に沿って点検結果を報告した上で、必

要があれば改善等の処置を講じます。

ウ 防火管理委員会の開催

ふじの実学園、第二ふじの実学園消防計画に沿って実施します。

13 職員研修
(１) 目的

法人内研修に加え、事業所内の課題を把握し、より高い専門性と良質のサービスの提供

に努めます。

(２) 研修内容

ア 外部研修等への参加
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イ 先進施設視察(重度高齢に対応した居住環境等)

ウ 認知症への理解と支援方法

エ 感染症予防対策

オ 虐待防止

キ 救急救命方法

ク 介護技術(コミュニケーションスキル、動作等)

14 日課表

時間 月～金曜 土曜(開設日) 土曜･日曜・祝日

6:30 起床・洗面(健康チェック) 起床・洗面(健康チェック)

7:40 朝食・歯磨き・整容支援 朝食・歯磨き・整容支援

9:00 (日中利用者受入) (日中利用者受入)
(朝礼:月曜日･朝の会:木曜日) 生活支援、 余暇支援等

9:30～11:30 日中活動 生活･衛生･余暇支援等

12:00 昼食・歯磨き 昼食・歯磨き

13:00 健康チェック 健康チェック 健康チェック

13:30～15:00 入浴･日中活動･生活支援 生活･衛生･余暇支援等 入浴、清拭 生活支援

15:15 ティータイム ティータイム

16:00 余暇（日中利用者帰宅） 余暇

18:00 夕食・歯磨き 夕食・歯磨き

19:15 余暇 余暇

21:00 就床 就床

21:30 (巡視)23:00･1:00･3:00･5:00 (巡視)

※太線内は生活介護事業の時間帯、(開設日)は、生活介護事業の開設日、それ以外は施設入所支援事業の時間帯

15 施設等整備計画
件 名 金 額（千円） 備 考

非常用自家発電装置制御盤交換工事 ２，７９８ 令和 2 年度からの繰り延べ

Wi-Fi環境整備 １４８

中庭ユニットハウス外構整備工事 ２，００９

（アプローチ屋根設置、スロープ手摺設置）

第5 グループホームふじの花

１ 基本⽅針
利用者が地域において、共同して自立した健康的な生活が営めるよう、利用者の意志及び人

格を尊重し利用者の立場に立った支援をします。
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２ 重点事項
(１) ふじの花は、介護包括型のサービスを提供し、グループホームにおいて、主に夜間や休

日等に、共同生活が送れるよう支援を行います。

(２) 利用者の思いと願いを受けとめ、その人の立場に立った支援を行います。

（３） 利用者が互いに、力を合わせて協調して、主体的に充実した地域生活が送れるよう支援

します。

(４) 感染症の予防に努め健康的な生活が維持できるよう支援します。

(５) プライベートな空間の清掃に努め快適な生活が送れるよう支援します。

(６) 社会のルールを守り生活を送る事は、非常に大切なことであり、ルールを遵守する意識

を育てる。

３ 日常生活及び社会生活を送るための支援
利用者の希望や心身の状況及び生活環境を考慮し、地域において自立した日常生活及び社会

生活を営むことができるよう、個別支援計画を作成し、個々に応じた相談、生活援助及び介助

等の支援を行います。

(１) 利用者の思いと願いを受けとめるため、相談支援を行います。

(２) 住居内での共同生活全般にかかる支援を行います。

(３) 希望に応じた利用者への金銭管理支援を行います。

(４) 地域行事及び社会参加のための支援を行います。

(５) 障害の重い利用者に対して必要に応じて身体介助等を行います。

(６) 地域で生活する中で、犯罪の被害者や加害者にならないように、学習の機会を提供する

等の支援を行います。

(７) 地域生活を送るために、家族、相談支援事業所、日中の活動場所、企業、行政、その他

必要な関係機関等と連携調整を行います。

(８) 感染症の予防に努め、行政や医療機関、保健所等の指導をうけ、予防ワクチンの接種を

受けるための支援を行います。

(９) プライバシーに配慮しながら、利用者が快適な環境で生活出来るよう、利用者と職員が

一緒に生活空間の清掃支援を行います。

４ 健康支援
(１) 利用者の心身の状況を把握し、医療機関と連携を図り、健康維持に努めます。

(２) 利用者の高齢化、慢性疾患、生活習慣病、合併症の予防と進行防止に努め、食生活、健

康相談等の助言及び支援を行います。

(３) 市の各種検診や法人内で実施する検診を受け健康推進に努めます。

(４) 感染症に罹患しないように、基本的な予防に努め、早期に感染予防のワクチンを接種で

きるように努めます。

５ レクリェーション、娯楽の提供
(１) 自ら日常生活において楽しみを見いだすことが困難な方が増えてきているため、希望参

加型のレクリエーションや娯楽を利用者と一緒に企画、実施します。

(２) 季節食や誕生日食など利用者がホーム内で楽しめるように世話人と連携し提供します。

６ 職員研修
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利用者支援のために、職員が研修を積み、支援技術の充実を図りサービスの質の向上に努め

ます。

(１) 管理者、サービス管理責任者、生活支援員等の研修

利用者支援の技術向上のため研修会等に参加します。

(２) 法令遵守及び虐待防止研修

サービスの透明化と人権尊重の観点から法令遵守及び虐待防止研修を行います。

(３) 世話人研修

日々の支援に役立てるとともに、支援技術の向上をはかるため世話人研修を行います。

(４) その他事業遂行に必要な研修会に派遣します。

７ 虐待の防止と身体拘束の禁止
(１) 虐待の防止

障害者虐待防止法を遵守し、虐待行為は行いません。

(２) 身体拘束の禁止

理由もなく利用者の行動を制限する身体拘束は行いません。

(３) 担当職員の配置と研修の実施

虐待の防止と身体拘束の禁止の担当職員を配置し防止に努めます。研修会への派遣また

は法人内研修に参加して職員に虐待防止の意識を浸透させます。

８ 障害を理由とした差別の禁止
障害者差別解消法を遵守し、利用者支援において障がいを理由とした差別的な対応は行いま

せん。

９ 成年後⾒制度等の利⽤の推進
利用者が、将来も安心して生活していけるよう個人個人の状況を把握し、必要に応じて、成

年後見制度等の利用を推進します。

10 防災計画

緊急時の対応を想定し、地域と日常的に連携しながら避難訓練を実施し、利用者の生命と安

全の保持に努めます。あわせてリスクマネージメントの視点から事故防止と危険を排除する心

構えを養います。

(１) 毎月１回、各ホームの安全点検を実施します。

(２) 年１回以上各ホーム、火災・地震を想定した避難訓練を実施します。

(３) くぼたホームについては、一関市ハザードマップにより急傾斜地崩壊危険箇所に指定さ

れていることから、それに基づいた避難訓練を実施します。

11 体験利用

施設利用者や地域の在宅者で、将来的にグループホーム生活を希望される方に、ホームにお

ける生活をイメージしていただくための体験利用に取り組みます。

12 働きやすい職場づくり

職員が、長時間労働や過重労働にならないよう労働内容や職務を見直し、心身ともに健康で

働けるよう職場環境の整備に努めます。
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13 施設等整備計画
件 名 金 額（千円） 備 考

にいぬまホーム エアコン設置工事 １，４３７

第5 障害福祉サービス事業所ワークジョイふじの実

１ 基本⽅針
利用者が日々楽しく健康で、自分らしい生き生きとした生活を送れるよう支援します。

２ 重点事項
(１) 個々の能力や将来を考え、自立した生活ができるよう支援します。

(２) 利用者の思いを尊重し、常に利用者の立場に立ったサービスを提供に努めます。

(３) 地域や家庭との結びつきを重視した運営を行い、市町村その他の関係諸機関との密接な

連携に努めます。

３ 生活介護事業
(１) 目的

意欲的な社会生活を営むことができるよう、利用者の特性を考慮しながら創作的活動や

生産活動を提供します。また、食事、入浴、排せつ等の支援や、身体機能及び日常生活能

力の維持向上に必要な支援を行います。

(２) 内容

ア 軽運動等、身体機能の維持向上に向けた支援

イ 掃除や調理実習等の日常生活能力に関する支援

ウ 食事、入浴、排せつ等、個々の能力に応じた身辺介護

エ 創作的活動、音楽鑑賞、ミュージックケア、書道等の生きがいや情緒安定につながる

活動の提供

オ 意欲的な社会生活に向けた生産活動の提供及び必要な支援

カ 在宅利用者で支援を要する方への通院支援や買い物支援

４ 就労継続支援Ｂ型事業
(１) 目的

自立した社会生活を営むことができるよう、利用者の労働意欲を尊重し、その人にあった生

産活動を提供します。また、生産活動その他の活動を通して社会的責任を育み、知識及び能

力の向上を図るために必要な訓練を行います。

(２) 内容

ア 園芸事業

季節の花や野菜の栽培と販売

ビューティフル藤沢整備事業の花苗栽培と配布(業務委託)

農閑期等における季節的な作業

イ 受託作業
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企業からの請け負い作業、ギフト商品等の取扱い、タオル印刷等

ウ 売店事業

一関市国民健康保険藤沢病院内売店「ふれあいショップまごころ」の運営

エ その他の支援

利用者の希望や能力、適性に応じ、就労移行に向けた機会の提供

社会性の習得や豊かな生活づくりと体力づくりに繋がる支援の実施

５ その他の活動
(１) エアロビクス活動

心身のリフレッシュをはかり健康を意識する機会を提供します。

(２) クラブ活動(ワークジョイふじの実太鼓「瀾」)

利用者の生きがいづくりと、仲間同士や地域との交流をサポートします。

(３) 季節行事や地域交流

観桜会・忘年会等の季節行事の実施、地域行事への参加、小学校や老人クラブとの交流、

研修旅行の実施等、充実した日常生活を送れるよう努めます。

６ 給食及び保健計画
(１) 個々のニーズに合わせた食事や、季節に応じた楽しみのある食事を提供します。

(２) 家族やグループホームふじの花等の関係事業所と連携しながら、日常の健康管理に努め

ます。

(３) 衛生的な環境の提供や、手洗い、手指消毒、マスク着用を徹底する等、感染症の予防に

努めます。

(４) 体重測定や各種検診を実施し、健康管理や病気の早期発見に努めます。

７ 利⽤者の満⾜度調査
満足度調査を実施し、サービスの質の向上に努めます。

８ 防災計画
消防計画のもと防災訓練を実施し、地域、消防、警察等と連携しながら、利用者の生命と安

全の保持に努めます。

９ 虐待の防止と身体拘束の禁止
(１) 障害者虐待防止法を遵守し、虐待行為を行いません。

(２) 理由もなく利用者の行動を制限する身体拘束は行いません。

(３) 虐待防止と身体拘束適正化の担当職員を配置して職員への周知を図り、更なる推進に努

めます。

10 障害を理由とした差別の解消
障害者差別解消法を遵守し、障害を理由とする差別の解消を推進します。

11 年間活動計画
月 実施行事
４月 観桜会・家族共同作業

５月 ふじの実学園田植え行事
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６月 ビューティフル藤沢整備事業の花配布

７月 黄海小学校交流学習

８月 ふじの実盆踊り大会

９月 家族研修旅行

10月 ふじの実祭

ふじの実学園稲刈り行事

11月 老人クラブ交流会

12月 忘年会

１月 ふじの実どんと祭

12 施設等整備計画
件 名 金額(千円) 備 考

屋根塗装工事 １，７１０ 845㎡

送迎用車両更新 １，６３２ 軽車両 １台

第7 障害福祉サービス事業所ワークジョイかわさき

１ 基本⽅針
利用者が安心安全で有意義な地域生活を送り、自立した生活ができるよう一人ひとりの「真

の願い」に応える、利用者視点のサービス提供を基本方針とします。

２ 重点事項
(１) 利用者主体のサービス、一人ひとりの意思を尊重し、利用者のニーズを満たします。

(２) 利用者に充実した日中活動の場を提供し、いきいきと地域生活が送れるように支援しま

す。

(３) 地域との交流を持ち、地域社会の一員として生活が送れるように支援します。

(４) 利用者がもてる力を発揮できるよう、生活の質の向上、残存機能の維持及び向上、成長

等を妨げる要因を把握し、適切な対応策を講じます。

（５） 感染症予防の徹底と感染拡大防止の対策を図ります。

３ 就労継続支援Ｂ型事業
(１) 目的

個別支援計画に基づき、自立生活と経済活動への参加を目的とし生産活動を通して知識

や技能の向上のために必要なサービスを提供します。

(２) 内容

ア 食品加工作業

菓子等の生産加工については、従来の製品に加え新しい看板メニュー開発に取り組み、

販売の向上を図ります。

消費者のニーズに応え、売れ筋の商品等を精査し販売促進を図ります。

イ 受託作業

地域の企業から製品加工等を受託し、信頼を構築しながら安定した受託作業に取り組
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みます。

新規受託作業の開拓、作業の請け負いを積極的に取り組みます。

ウ 施設外就労及び施設外支援就労や職場実習に結びつくよう企業・農福連携等で実際に

支援を行います。

エ その他

地域行事への参画、外出、娯楽等、働く意欲につなげるため計画的に実施します。

上記以外に就労継続のために必要な支援を行います。

４ 給食及び保健
(１) 適切な栄養の摂取により健康を保持し精神の安定を図ります。

(２) 日常の健康管理と各種健診等を実施し、家族やグループホームふじの花と連携しながら

健康の維持増進に努めます。

(３) 新型コロナウィルス感染症の予防（検温、手指消毒、マスク着用、飛沫感染防止のパー

ティション・アクリル板等）として環境の整備にも努めます。

(４) 健康体操等を取り組み、利用者の健康維持促進に努めます。

５ 地域交流及びボランティア
地域社会の一員として地域行事への参加と社会資源を活用した取り組みを行い地域との交流

を図ります。

(１) 地域交流

地元自治会との交流作業、中高生のキャリア教育の受入、地域行事への参画（川崎文化

祭、川崎健康福祉祭等）

(２) 活動効果

地域住民との良好な関係(顔の見える関係づくり）を築き、ネットワークを広げます。

６ 防災計画
非常災害対策計画を策定し、緊急時の対応を想定し、消防、地域等と連携しながら利用者の

生命と安全の保持に努めます。

(１) 避難訓練

火災・震災に加えて水害・土砂災害の想定訓練を実施します。

(２) 安全点検の日

原則、毎月１日を安全点検の日とします。

職員が自主点検表に沿って点検し、その結果により改善を要する場合は速やかに改善し

ます。

７ 虐待の防止と身体拘束の禁止及び差別の解消
(１) 障害者虐待防止法を遵守し、虐待行為を行わない。

(２) 理由もなく利用者の行動を制限する身体拘束は行わない。

(３) 虐待防止と身体拘束禁止の担当職員を配置し、生活の質と支援の向上を図ります。

(４) 利用者の尊厳を守る福祉サービスの責務を自覚し、公益通報者保護制度等の周知。

８ 障害を理由とした差別の解消

障害者差別解消法を遵守し、障害を理由とする差別の解消を推進します。
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９ 働きやすい職場環境の確立

（１）人事考課制度を活用し、職員の職務能力の向上、勤労意欲の高揚に努めます。

（２）施設・設備の長寿命化を目的に毎月、「環境整備の日」を設け、ハウスキーピングやメン

テナンス・屋外の環境整備等を計画的に取り組む。

（３）ワークライフバランスの組織的推進により年次休暇を計画的に取得させ、職員が心身と

もに健康で元気に働けるよう職場環境の整備に努めます。

（４）福祉現場で働くことに喜びが持てる職場づくり。

10 年間活動計画
月 活 動 内 容 目 的 等

４～６ ・避難訓練（地震） ・安全の保持
・ふじの実田植え ・全体行事
・親子共同作業 ・環境整備
・地元自治会との共同作業 ・地域交流

７～９ ・ふじの実盆踊り ・全体行事
・総合防災訓練（火災） ・利用者の生命と安全の保持

10～ 12 ・ふじの実祭 ・全体行事
・ふじの実稲刈り ・全体行事
・親子研修旅行 ・親子で楽しく旅行する
・川崎文化祭 ・地域交流
・川崎健康福祉祭 ・地域交流
・シフォンケーキ祭 ・地域交流
・忘年会 ・一年の労をねぎらう

１～３ ・どんと祭 ・全体行事（年祝い等も兼ねる）
・避難訓練（土砂） ・安全の保持
・シフォンケーキ祭 ・地域交流

11 施設等整備計画
件 名 金額(千円) 備 考

床張替補修工事 ３４１ 事務室・廊下・作業室等

厨房用機器更新 ６３１ 食器消毒保管庫 １台

ガスレンジ １台

送迎用車両更新 ３，６０４ ミニバン １台

第８ 地域活動支援センターうまっこひろば

１ 基本⽅針
(１) 利用者が地域において自立した日常生活や社会生活を営むことができるよう、創作的

活動又は生産活動、社会生活力を高めるための支援及び地域交流活動等の機会を提供し、

利用者の自立と社会との交流の促進に努めます。

(２) 利用者等の意思及び人格を尊重し、その立場に立った相談支援及びサービスの提供に努

めます。

(３) 地域及び家庭との結びつきを重視した運営を行い、行政機関、障害福祉サービス事業者、

保健医療・福祉サービスを提供する関係諸機関との密な連携に努めます。
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２ 重点事項
(１) 障がいに対する理解促進を図るための普及啓発等の研修会等を開催します。

(２) 「家族座談会(新規)」をとおして、さまざまな不安や心配を抱え、思い悩む家族同士の

体験の共有や心の重荷を分かち合うなど、語らいの場を設けます。

(３) 「メンバーミーティング」をとおして、プログラム活動内容についての話し合いや生活

技術、日常生活の不安など、様々なテーマについて座談会形式で語り合います。

(４) 一般相談支援事業、特定相談支援事業、障害児相談支援事業に係る新規相談ケース及び

困難ケースが増加するなか、職場での心の健康管理(メンタルヘルス・マネジメント)に努

めるとともに、より一層関係機関と有機的連携による相談支援を展開します。

３ サービスの内容
(１) 基礎的事業

ア 創作的活動及び生産活動の機会の提供

・創作的活動：音楽サークル、大人の塗り絵、調理実習・スイーツ作り等

・生 産 活 動：パン、コーヒー、手芸品等の対面販売他

イ 社会との交流の促進

・研修会や健康講座等の開催を通じて、障害特性の理解を促進し、医療・福祉及び

社会基盤との連携強化

・千厩夜市や健康福祉祭り、せんまやひなまつり、地区民祭等の地域行事に積極的に

参加し、地域住民との交流を深め、障がいに対する理解の啓発

・季節ごとの外出行事を企画・実施し、利用者の社会参加の機会の提供

ウ その他

・余 暇 支 援：カラオケ、卓球、いきいき健康麻雀、パソコン教室等

・健康増進支援：リフレッシュサークル、卓球サークル

・憩 い の 場：くつろぎの場、読書コーナー、喫茶コーナー、談話コーナー

・季 節 行 事：お花見ツアー、紅葉狩り、クリスマス忘年会、グルメ・買い物ツアー

（２）日常的相談支援

ア 障がいや病状の理解に関する相談

イ 健康・医療に関する相談

ウ 不安の解消・情緒の安定に関する相談

エ 家族関係・人間関係に関する相談

オ 家計・経済に関する相談

カ 生活技術に関する相談

キ 社会参加・余暇に関する相談

ク 権利擁護に関する相談

ケ 就労に関する相談

コ 福祉サービスの利用等に関する相談

サ その他、社会生活力を高めるための相談

(３) 機能強化事業

ア 家族座談会(新規)

家族同士の語らいの場を提供及びサポート

イ メンバーミーティング

メンバーが調理実習や外出行事等のプログラム内容や、センター運営に意見や希望を

出し合う等して参画し、主体性を生かせる支援
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ウ ピアサポート

ピア（仲間）同士が悩みや体験談など自由に語り合い、聴き合いながら体験や心を共

有し、互いをサポートし合える場の支援

エ 医療、福祉及び地域の社会基盤の連携強化及び調整

障がいについての相互理解を深めるため、利用者とその家族及び医療・福祉関係者、

地域住民を対象とした学習会や研修会を開催するほか、サロン活動の場として施設機

能を提供し、障がい福祉に対する関心を高めるなど、地域との交流の促進と連携強化

オ 地域住民ボランティアの育成

地域ボランティアと連携し、主催行事等への参加を呼びかけるなどして、障がいへの

理解の促進

カ 障がいに関する理解の普及啓発

地域向けの掲示板やホームページでの情報公開、うまっこ通信やパンフレットの配布

などにより、地域への情報発信と啓発活動を積極的に行うほか、研修会等への講師の

派遣

(４) 相談支援事業

ア 一般相談支援（地域移行支援・地域定着支援）

精神科病院や入所施設に長期入院・入所している障がいの希望に添った地域生活に移

行できるようサービス等利用計画を作成し、計画的に移行できるよう支援するととも

に、移行後の生活定着に向けたサポート

イ 特定相談支援・障がい児相談支援

障がい者（児）やその家族等の選択に基づき、サービス等利用計画を作成し、保健、

医療、福祉、教育、就労等の多様なサービス事業者と連携し、総合的かつ効果的なサ

ービスの提供

４ 社会福祉士及び精神保健福祉士養成校との連携
相談援助実習指導者講習修了者を配置し、社会福祉士や精神保健福祉士国家資格取得を目指

す実習生を積極的に受け入れ、福祉人材の育成に寄与します。

5 施設機能の地域提供
地域の社会資源として、関係諸機関や地域住民の会議や諸活動の場として、施設機能を提供

するとともに、当事業所の目的及び事業内容等の理解促進を図ります。

６ 職員研修
相談支援等専門研修や精神障害関連の研修に積極的に参加し、職員の資質の向上を図るとと

もに、障がい者虐待防止・権利擁護に関する研修を実施し、人権擁護の徹底に努めます。

7 施設等整備計画
件 名 金額（千円） 備 考

デスクトップパソコン購入 １３８ １台

会議室扉交換工事 ２０６
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第9 地域生活支援事業

市町の委託を受け、地域で生活している障害児(者)に対し、日中一時的な支援を行う事により、

生活の質の向上を図ります。

施設名称 支援内容

指定障害者支援施設ふじの実学園 日中における活動の場を提供し、見守り、

指定障害者支援施設第二ふじの実学園 日常活動に関する簡易な支援またはレクリ

障害福祉サービス事業所ワークジョイふじの実 エーション等を提供します。

障害福祉サービス事業所ワークジョイかわさき
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